
登別市役所現庁舎用地利活用可能性調査業務委託

公募型プロポーザル実施要領

登別市役所現庁舎用地利活用可能性調査業務を委託するにあたり、次のとおり公募型

プロポーザルを実施する。

１ 業務目的

登別市役所本庁舎は、令和８年９月に近隣市有地に移転する予定であるが、現庁舎用

地が位置する中央地区は、市域の地理的中心のみならず、各種公共サービス機能が位

置し、商店や飲食店も集積するなど、都市機能の面でも本市の中核をなす地区である。

さらに当該用地は同地区の中心に位置することから、本庁舎移転後の跡地が有効に民

間活用されることで、同地区の一層の活性化が見込まれることはもちろん、本市の魅力向

上にも繋がることが期待される。

本調査は、そうした背景を踏まえ、当該用地の利活用の可能性について調査するほか、

その活用手法や事業スキーム、事業化推進方策などについて検討することを目的とする。

２ 業務概要

（１） 業務名

登別市役所現庁舎用地利活用可能性調査業務委託

（２） 対象地

登別市役所現庁舎用地

（登別市中央町６丁目１１番地／登別市中央町６丁目１９番地１）

（３） 業務内容

対象地における民間事業の可能性について、民間事業者へのヒアリングなどを行

い、 その結果などを基に事業化構想案を検討する。さらに当該構想案に基づきサウ

ンディング調査を行い、事業化推進方策を検討する。なお、詳細については、別紙１

「登別市役所現庁舎用地利活用可能性調査業務委託 仕様書」（以下、「仕様書」とい

う。）のとおりとする。

（４） 提案上限額

本業務に係る提案上限額は１３，０５５，０００円（消費税及び地方消費税を含む）と

する。ただし、この金額は契約時の予定価格を示すものではなく、企画内容の規模を

示すものである。

３ 事業者選定方式

公募型プロポーザルにより受注候補者を選定し、当該受注候補者と契約を締結する。



４ 参加資格条件

（１） 登別市競争入札参加資格審査事務処理要綱に規定する競争入札等参加資格有

資格者名簿（令和５・６年度）の登録事業者で、かつ当該業務に対応できる業種

（委託等／その他／調査業務）に登録している事業者であること。

（２） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しないこ

と。

（３） 登別市競争入札参加資格者指名停止事務処理要領の規定による指名停止措置

を受けていない者であること。

（４） 民事再生法（平成 11 年法律 225 号）第２１条第１項若しくは第２項の規定に基づく

再生手続開始の申立てがされている者（同法第３３条第１項の規定に基づく再生手

続開始の決定を受けた者を除く。）または会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）第

１７条第１項若しくは第２項の規定に基づく再生手続開始の申立てがされている者

（同法第４１条第１項の規定に基づく再生手続開始の決定を受けた者を除く。）でな

いこと。

（５） 暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７

７号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下同じ。））又は暴力団関係事業者（暴力

団員が実質的に経営を支配する事業者その他同法同条第２号に規定する暴力団

又は暴力団員と密接な関係を有する事業者をいう。）に該当しない者であること。

（６） 過去に本業務と同種または類似する業務を受託し、履行した実績を有する者であ

ること。

（７） 参加資格の有無確認基準日は令和７年１月２７日（月）とする。なお、参加資格が

ある事業者が基準日以降に参加資格を欠くこととなった場合は失格とする。

５ 事業者選定スケジュール等

（１） 実施スケジュール

実施要領の公表 令和７年１月１５日（水）

質問書受付期間 令和７年１月１５日（水）から １月２７日（月）午後５時

質問書に対する回答送付日 令和７年１月３１日（金）

参加申込書受付期限 令和７年２月５日（水） 午後５時

参加資格確認通知書の交付日 令和７年２月１０日（月）

企画提案書等提出期限 令和７年３月７日（金） 午後５時

プレゼンテーション実施日 令和７年３月２４日（月） ※日程は後日連絡

選定結果の通知日 令和７年３月２６日（水）

見積もり合わせ 令和７年４月上旬（予定）

契約締結日 令和７年４月中旬（予定）



（２） 質問書の提出及び回答

本プロポーザルの内容について質問がある場合には、次により質問書（様式１）を

提出すること。

ア 受付期間 令和７年１月１５日（水）から令和７年１月２７日（月） 午後５時まで

イ 提出先 登別市総務部企画調整グループ

E-mail アドレス kikaku@city.noboribetsu.lg.jp

ウ 提出方法 PDF ファイルに変換し、電子メールにより提出すること（メール送信

後に必ず電話連絡を行うこと）。

エ 質問書への回答方法 令和７年１月３１日（金）に、質問者に電子メールにより

回答するとともに、登別市公式ウェブサイトに掲載する。

（３） 参加申込書等の提出

本プロポーザルへの参加を希望する者は、次により参加申込書等を提出すること。

ア 提出期限 令和７年２月５日（水） 午後５時

イ 提出先 〒０５９－８７０１ 登別市中央町６丁目１１番地

登別市総務部企画調整グループ

E-mail アドレス kikaku@city.noboribetsu.lg.jp

ウ 提出方法 PDF ファイルに変換し、電子メールにより提出すること(メール送信後

に必ず電話連絡を行うこと)。なお、提出書類のデータにはパスワー

ドを設定し、別途電子メールでパスワードのみ送信すること。

エ 提出書類 ①参加申込書（様式２）

②会社概要書（様式３）

③業務実績書（様式４）

（４） 参加資格確認通知書の交付

参加申込書の提出者に対しては、参加資格の有無について確認を行い、次により

参加資格確認通知書を交付する。

ア 交付日 令和７年２月１０日（月）

イ 交付方法 電子メールにより交付

（５） 参加資格の喪失

参加申込書提出後、選定結果の通知日までの間に、次のいずれかに該当すること

が明らかとなった場合には、以降の本件に関する手続きの参加資格を失うものとする。

ア 「４ 参加資格条件」に規定するすべての要件を満たすものでないことが明らかと

なったとき。

イ 提出した書類に虚偽の記載をしたことが明らかとなったとき。

（６） 参加を辞退する場合

参加申込書提出後に参加を辞退する場合は、次により参加辞退届（様式５）を提

出すること。
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ア 提出先 〒０５９－８７０１ 登別市中央町６丁目１１番地

登別市総務部企画調整グループ

E-mail アドレス kikaku@city.noboribetsu.lg.jp

イ 提出方法 PDF ファイルに変換し、電子メールにより提出すること（メール送信後

に必ず電話連絡を行うこと）。

（７） 企画提案書等の提出

本プロポーザルへの参加申込書等を提出した者は、次により企画提案書等を提出

すること。

ア 提出期限 令和７年３月７日（金） 午後５時

イ 提出先 〒０５９－８７０１ 登別市中央町６丁目１１番地

登別市総務部企画調整グループ

E-mail アドレス kikaku@city.noboribetsu.lg.jp

ウ 提出方法 PDF ファイルに変換し、電子メールにより提出すること（メール送信後

に必ず電話連絡を行うこと）。なお、提出書類のデータにはパスワー

ドを設定し、別途電子メールでパスワードのみ送信すること。

エ 提出物 （ア） 企画提案書①（様式６）、企画提案書②（様式７又は様式７記

載の項目を内容とする任意様式）

（イ） 業務実施体制（様式８）

（ウ） 配置予定担当者調書（様式９）

（エ） 業務工程表（様式 10）

（オ） 見積書（様式 11）及び見積内訳書（任意様式）

オ 留意点

（ア） 企画提案書作成にあたっての留意点

仕様書（別紙１）や公募型プロポーザル評価基準表（別紙２）を参考に記載す

ること。

（イ） 業務実施体制（様式８）作成にあたっての留意点

配置を予定する各技術者について、職区分ごとに氏名等を記載すること。な

お、 配置予定の無い職区分は空欄とすること。

（ウ） 配置予定担当者調書（様式９）

配置予定担当者ごとに作成すること。なお、業務実績については、本業務と同

種または類似する業務に関し記載すること。

（エ） 業務工程表（様式 10）

仕様書（別紙１）に定める業務内容ごとに、想定スケジュールを記載すること。

（オ）見積書（様式 11）及び見積内訳書（任意様式）

見積内訳書には、業務ごと職区分ごとに、実施に要する人工と金額を記載す

ること。
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カ その他

（ア） 企画提案書等の作成及び提出に係る費用は提案者の負担とする。

（イ） 提出する企画提案書は、本公募型プロポーザルにおける受注候補者選定以

外の目的には使用しないものとする。

（ウ） 提出された企画提案書等は、受注候補者の選定を行うために必要な範囲で

複製を作成することがある。

（エ） 企画提案書等の提出後に、受注候補者の選定を行うために必要な範囲で追

加の資料を求めることがある。

（オ） 提出された企画提案書等は返却しない。

６ 受注候補者の選定

本市が設置する選定委員会にて、提出された企画提案書等及び別途実施するプレゼ

ンテーションの内容を審査し、最も高い点数を得た提案者を受注候補者に選定する。

（１） プレゼンテーションの実施

ア 実施日

（ア）実施日 令和７年３月２４日（月） ※時間は後日連絡

（イ）会場 登別市役所 第１委員会室（市役所本庁舎２階）（予定）

※詳細は後日連絡

イ プレゼンテーションは、提案者による提案内容の説明と評価委員会による提案内

容の確認を主な目的として実施するものであるため、企画提案書等に基づき実施

すること。ただし、企画提案書等の内容をパワーポイント等に編集したものを使用す

ることは可とする。なお、プレゼンテーションに用いる資料は、紙面、データいずれで

も可とするが、データによりプレゼンテーションを行う場合、パソコンは提案者で用意

すること（プロジェクター及びスクリーンは本市で用意）。

ウ 出席者は３名以内とする。

エ 時間は１社３０分（説明２０分、質疑１０分）とする。

（２） 評価基準

公募型プロポーザル評価基準表（別紙２）のとおりとする。

（３） 評価委員会における審査方法

ア 公募型プロポーザル評価基準表（別紙２）に定める評価項目ごとに、評価基準及

び評価の視点に基づき提案内容を評価し、最も高い合計得点を得た提案者を受注

候補者に選定する。

イ 最も高い合計得点を得た提案者が複数いる場合には、公募型プロポーザル評価

基準表（別紙２）に定める評価項目のうち「企画提案」でより高い得点を得た提案者

を選定する。それでもなお同得点の場合には、委員の合議により受注候補者を決

定する。



（４） 選定結果の通知

提案者に対しては、受注候補者に選定された旨または選定されなかった旨を、令和

７年３月２６日（水）に通知する。併せて、登別市公式ウェブサイトにて結果を公表する。

（５） 選定の取消

受注候補者に選定された者が、選定結果を通知した日から契約締結までの間に、

次のいずれかに該当することになった場合には、受注候補者としての選定を取り消す

ものとする。この場合には、審査委員会の審査において、次順位となった者を受注候

補者に再選定し、その旨を通知するものとする。

ア 「４ 参加資格条件」に規定するすべての要件を満たすものでないことが明らかと

なったとき。

イ 提出した書類に虚偽の記載をしたことが明らかとなったとき。

７ 委託契約の締結及び業務の履行

（１） 委託契約の締結

本市は、登別市契約事務規則その他契約関連規定に基づき、地方自治法施行令

第１６７条の２第１項第２号の規定に基づく随意契約により、選定された受注候補者と

委託契約を締結する。なお、辞退等の理由により、受注候補者と契約できなかった場

合には、審査委員会の審査において次順位となった者を受注候補者に再選定する。

（２） 業務の履行

受託者は、提案内容を基本に業務を履行するものとするが、その詳細については、

本市と受託者が協議の上決定する。

８ 問合せ・連絡先

登別市総務部企画調整グループ（担当：近間（ちかま）、原田（はらた））

〒０５９－８７０１

北海道登別市中央町６丁目１１番地

電話：０１４３－８５－１１２２ ＦＡＸ：０１４３－８５－１１０８

メール：kikaku@city.noboribetsu.lg.jp


